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In this study， the Scale of Attuudes Toward University Club ActivitiesOakada， 20H) was revised 
and the re1iability and validity of the scale was examined. Participations were uni五rersitystudents. Of 
these students， 360 students participated in a cross時sectionalstudy (Study 1) and 310 participated 
in a longitu，dinal study (Study 2)， The results of confirmatory factor analysis indicated that the sIx-
factor modeJ comprised of“familiarity，" "]・esponsibility，"ぃcompromise，""relJellion，" "s町Jaration，"and 
円opportunism"was rehable. Confirmatory factor analysis usmg the longitudinaJ method confirmed the 
cntenon→:elated validity and the stability of tbe six-factor structure. Moreover， the re.Jiability，ぴ and
ωcoefficients and test-retest reliability of the scaJe were confirmed. Furthermore， the results of 
principle component analysis suggested that the six aspects have a circumple叉 structurearound the 
two orthogonal axes of Accept-Reject and Concerned-Unconcerned 






















commitment) に関する研究 (AJJen& Myer， 1990; 






































































































































Ashford， Crosh， & Mowclay， 1992; Meyel~ Bobocel， & 






























































次に，サークル集団への所属状況は z 高EI(2014) 
と同じく 2 サークル柴田を退団したか，所属してい
るかにょっ測定する。サーク jレ集団への態度と所属
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得点が高いの
8 サークル集団を退任iした学生は，所属す
















































































4 項 l~l が必要となることが指摘される(高木ー服
























jレで lはま， AIC試 2毛332.04. BIC 口 2毛686.34~， SBIC = 
2討43訂78













実施したの結果~ 1'able 1主1able2(，心示すの Clそえの
菜口976.5己記く.01)，C日出るを1'LI





















AJ その集団のメンバーともっと仲良くなりたいと思っている .75 1.00 .14. 
A2 その集i到しこずっと留まっていたいと思っている .85 .9 .06 .12 
A3 その集1:[の活動を楽しみにしている .94 1.06 .06 .08 
A4 その集iまiにいると安心する .80 .98 .05 .09 
A5 その集FfIの人間関係が大事だと思っている .65 .80 .05 .13 
一一集団への責務
Bl その集I'~J の玄イ壬のある仕事をしたいと考えている .73 1.00 .13 
B2 その集問をよくする責任が自分にはあると思う .80 .95 .06 .05 
B3 その集i立iで率先して行動するように心がけている .76 .90 .06 .06 
B4 その集刊がさらに発)良するように自ら動いている .82 .91 .06 .03 
B5 その集自の併cnilJをTi{Jj江したいと!f&じている .6 .74 .06 .09 
襲lJへの妥協
C1 その集団を他の人に変えて欲しいと思う .46 1.00 .07 
C2 その柴ほれこ不rÎíえを!~じることに慣れた .62 .83 .06 吻21
C3 その柴田では我慢をしていようと思う .59 .94 .06 .15 
C4 その集団で自分の意見を青いづらい .58 .91 .06 .1 
C5 その集団を誰かが変えることを期待している 22 .82 .06 .09 
集iヨ]からの離脱
D1 その集団にいても自分のやったいことカfできないとjιぅ .79 1.00 時04
D2 その集l習の活動に参加することが気乗りしない .87 1.21 .06 .15 
D3 その集 IJI にいる 11寺 11\J が~!1同よだ、と感じている .86 1.12 .05 .05 
D4 その集団の在り方が!当分とは違うと感じている .79 1.06 .05 .03 
D5 その集団から離れたいと考えている .83 1.14 .05 .05 
集|主iでの日和見
El その集iすlでは人から言われたことだけをしている .68 1.00 .14. 
E2 その集団は変わらなくてもいいと患っている .5] .62 .08 .25 
E3 その集m]でla分は頑強らなくてもいいと思っている .61 .97 .07 .10 
ELl その集問の流れに任せればいいと感じる .58 .75 .07 .13 
E5 その集団ではみんなの意見に合わせればいいと考えている .61 .7 .06 .13 
柴田への}xHc
FJ その柴!立|の変化しない体1lJに対して反発している .73 1.00 .41 
F2 その集団のやり方に公然と反対をしている .65 .93 .05 .0 
F3 その~~Iil の慣習に反!惑を持っている .83 1.05 .04 .21 
F4 その集I:JJの現状に対する憤りを公然と表している .59 .92 .05 .04 
F5 その柴田の組織の在り方を~1:l'1:1jしている .78 1.00 .04 .67 
誤法1M]共分散 Timel Time2 
El その集tDを他の人に変えて放しいと思う
.57 .09 .23 
E5 その集団を雑かが変えることを期待している
住1)表 1:[:，)，間資]は標準化jíJl 剖査 2 における β は~I:標準化j砕を表し ， SEは楳:dl'誤差を表す。





2 1 G 
.ら5 ~.38 積約 芝47
.32 .7 .0 .ち3 .67 一.01 .1 
.55 崎51 ~.17 ‘も? .65 
-.54 ~.77 -.35 .8 量73 72 






1 Timel Time2 TimeJ開Time2
a: a βJ 。: U). r 
一 一.91 .91 .83 .85 .53 .37 
事 .87 .81 雀 .81 .50 .325 
.5 。80 .78 .68 .47 場
.9] .91 .72 事前 .59 .28 
.72 .89 .90 .86 守29

















































n Mean SD nイ
92 2.60 1.06 191 
接出への文務 93 L号i 0.83 189 
集部への妥協 93 2.81 0.85 191 
築指から 告l 3.59 i盆10 19J 















Meart SD d 
3.92 0.84 -10.3 147 .000 1.33 
2.97 0.96 -9.4 20毛 ‘000 1.20 
之4金 0.81 3.0 171 舎003 0.38 
之10 0.91 1.4 149 .000 1.46 
2.83 0.88 3.1 .02 0.39 
1.98 0.87 1.7 144 








その他にも尺j支を m いたが、辺、j廷の分析ではn~ い
討するために， CJ込先を笑越した Q C1引では説査1
で得られた 6]君子モデルを採用した。
6]主!子モデソレの連合度指機は 1、imelにおいて s
=1 (戸=.0む引を CFI:;: .84， TLIヰ
ItMSEA .084 忌78，.089J， Sl(Mlt = .0号?で
あり， Time2においてル1)= 680.51 (戸沼.0)， 
CFI出 .91， TLI江 RMSEA殺 .058
.0641 SRlvIR= .077で、あった。 Timelならびに
Time2において部査1と持誌に，乱MSEAとSlミMR
が 1よりも/トさくを Time2で、は雫 CF1ならびにTμ
.900をJ皆えていたことから， 6 

























伝定した。 CFAの特架 ("lable1， rlable 2)， 
中京はx2(1770)は 12175.46午く.01)号 C}'l






































一.146 .039本 0.86 
.016 咽862 1.02 
.102 .481 1.1 
.04 .530 1‘ 
.653 0.95 
.0ら6 .602 0.94 
一.012 .89] 0.989 
.101 278 立904
.084 .568 ] 
.063 司615 1.065 
一.198 忠告1t 0.82 
.179 1.196 
C1:<1 RMSEA BIC 




β 戸 OR 
欝107 .080t 0.90 
.027 1.03 
.03 .63 1.03 
一.11る 0.89 
.089 .195 1.09 
.049 .466 
.060 1.062 
-.173 .006* '1< 0.841 
.023 曾740 1.023 
.04 .956 1.004 
を055 .429 立ち
君。03 管号59 1.003 
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Figure 1. サーク Jレ集I'sへの態度の主成分フ。iコット
探索的にサークル:集団への態度が引退に及ぼす影響
を検討し t':_Q 説明度:数には， TimelとTime2のサー
クル集団態度尺度の下校側面を投入した。 lime2の
サーク jレ集 17JJ態度 RJ支の下位側面を投入した Jll~I羽
fi. Timelから Time2までで5ヶ月のスメTンカfあり，







戸==.04.)とTime2の集団への妥協 (B=-.20，ρ= .06) 
により ~rlltlJJjされ， Time2の集団への反抗 (B=.18，
p = .(4) によって促進されていt.:_o引退は， 'limel 
の集1への親近 (β :-:0-.11，戸=.08)と柴田での日平1]











近」が. IEの領j或には「集 I~:lからの高!UJ~IJ が布誼し
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第二に Fc_J支の妥当性を検討した。まず尺j支の構
造的妥当性を検討した結果.調査 lと調査2とも






























































2003)やキャリア発達(国立大学協会， 2005; Jj~ ElJ 
野， 1982:宮下， 1995)の促進，サークル集1での
活動経験がi殿場集団との関わりブ仁職場集日!でとる
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